
    ４ よくある質問 
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 沖縄県は、大型ＭＩＣＥ施設周辺に、ＭＩＣＥ参加者の利便性を高め、

地域の賑わいを創出し、経済波及効果を高めるホテルや商業施設な

どを適切に配置するため、まちづくりの基本方針となる将来像やコ

ンセプト、施設の配置計画、土地利用などを示した「マリンタウンＭＩ

ＣＥエリアまちづくりビジョン」を策定しました。 

 

 まちづくりビジョンでは、県有地である５つのゾーンを、ハイクラ

スなホテル、ファミリー向けホテル、ビジネスホテルなど多様なホ

テルや商業施設の立地が可能な土地として位置付けています。 

 

沖縄県は、各ゾーンにおいて、適時、既存の土地利用の見直し等

を行い、段階的にホテルや商業施設の誘致をすすめていくこととし

ており、地元自治体や関係部局と連携しながらまちづくりに必要な

行政手続きに取り組んでいます。 

 

その中でも、大型ＭＩＣＥ施設の周辺の区画については、多数の企

業からの問合せや現地視察が行われており、高い関心が寄せられて

いることから、ホテルや商業施設の公募を早期に開始できるように

準備を進めているところです。 

  

大型ＭＩＣＥ施設周辺にホテルや商業施設は 
できますか。 

まちづくりビジョンにおけるゾーンの考え方 

○東海岸地域の国際交流拠点にふさわしい魅力あるエリアの形成を目指し、大型ＭＩＣＥ 施設を核と

した賑わいがマリンタウンＭＩＣＥ エリア内に波及・浸透していくとともに、マリンタウンＭＩＣ

Ｅ エリア外の周辺地域へも賑わいが連鎖されるようなゾーンの展開を図ります。 

○国内外から訪れる来訪者を受け入れる東海岸地域の玄関口としての機能が求められるマリンタウン

ＭＩＣＥ エリア周辺では、地域のグローバル化に対応した業務・商業・観光・宿泊施設・レジャー・

交流・住居など、同エリアの国際性を高める多様な都市機能が集積する複合市街地の形成を図ります。 

○マリンタウンＭＩＣＥ エリアには、ＭＩＣＥ 機能・商業・宿泊・居住等をバランスよく配置するこ

とで、「交流、賑わいある豊かなまち」の具体化を図ります。 



    ４ よくある質問 
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「マリンタウンＭＩＣＥエリアまちづくりビジョン」におけるゾーニング 

「マリンタウンＭＩＣＥエリアまちづくりビジョン」より 



    ４ よくある質問 
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 大型ＭＩＣＥ施設へのアクセスは、ＭＩＣＥの催事種別や規模毎に異

なるものを想定しています。 

 

Ｍ（国内外企業の会議等）・I（企業の報奨旅行等）・Ｃ（学会等）は、

主に貸切バスやハイヤー、タクシー等で、①空港、②ホテルが集積

している那覇市街地からのアクセスを想定しています。 

 

Ｅ（展示会、コンサート等）は、シャトルバス、タクシー、路線バス、

レンタカー、自家用車で、①空港、②那覇市街地、③モノレールてだ

こ浦西駅、その他県内各地から多様なアクセスを想定しています。 

 

  

ＭＩＣＥ参加者はどのようにアクセスしますか。 



    ４ よくある質問 
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 大型ＭＩＣＥ施設は、国道３２９号与那原バイパス及び 4 車線道路で

ある県道糸満与那原線の２つの主要幹線道路に接しており、大型催

事の際には、周辺住宅地へ通じる細街路等へ車が流入しないよう車

を誘導する事により、周辺住宅地への影響を最小限に抑えます。 

 

 また、ＭＩＣＥ主催者とも連携し、大型催事の際には参加者に公共

交通機関の利用を呼びかけるほか、中南部地域の大型商業施設や

公共駐車場等を活用したシャトルバスの運行、アクセス時間帯を分

散させるイベントを実施する等、交通渋滞対策に取り組みます。 

 

 さらに、ＭＩＣＥ開催時に発生する交通量や、施設周辺エリアのま

ちづくりの進展により増加が見込まれる交通需要への対応について、

関係機関と連携し、主要交差点の交通渋滞対策や、公共交通を含

む様々な移動手段について検討しているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型ＭＩＣＥ施設周辺が渋滞しませんか。 



    ４ よくある質問 
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 人・知識・文化の融合する海邦交流拠点 

 沖縄県は、飛行機で４時間圏内に約２０億人の人口（市場）を抱え

る地理的特性により、我が国におけるアジアの玄関口に位置付けら

れ、経済、学術・文化、健康・長寿、自然環境、スポーツ等の分野で

世界との多元的交流と連携を深化させるフロントランナーとして、独

自の成長を続けています。 

 

 リゾート性を備えた都市機能 

 現在、ホテル、レジャー・文化施設、国際空港、クルーズ港などが

整備され、今後も、大型ＭＩＣＥ施設、那覇空港の第２滑走路、沖縄都

市モノレール延長などのインフラ整備や、ホテルなどの民間施設等、

国際的な観光リゾート地及びＭＩＣＥ都市として国内外の方々を迎え

入れるために必要な都市機能が、より一層高度化されていきます。 

 

 沖縄の魅力支える個性豊かな離島 

 広大な海域に散在する１６０の島々があり、どの島も個性豊かで、

離島ならではの大自然、島民とのふれあい、そこでしか味わえない

様々な体験は、非日常で特別な時間を演出してくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＩＣＥ開催に関する沖縄の強みは何ですか。 

石垣島のバーベキューを楽しむインセンティブトラベル客 

（2016 年 5 月 12 日 八重山毎日新聞掲載） 



    ４ よくある質問 
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【沖縄県への航空アクセス】 

 沖縄県への国内航空路線は東京、大阪、名古屋を中心に国内 27

都市への直行便が運航されており、国内航空路線数は羽田、関空、

新千歳に次ぐ第 4 位となっています。 

 

 また、国際線についても著しく増加しており、台湾、韓国、中国、

香港、タイ等のアジア主要都市へ直行便が運航されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2017 年 6 月現在 

「沖縄ＭＩＣＥ振興戦略」より 



    ４ よくある質問 
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沖縄 MICE 振興戦略 

沖縄県では、ＭＩＣＥの誘致戦略を含む、今後１０年のＭＩＣＥ振興の

意義・効果、長期目標、振興の方向性、具体的施策等について体系

的に整理した「沖縄ＭＩＣＥ振興戦略」を策定しており、以下の重点施

策について関係機関と取り組むこととしています。 

 

（１ ） マーケティング調査、情報分析の強化 

 

（２） 誘致・プロモーションの展開 

 ① ＭＩＣＥブランドの構築・発信 

 ② 企業ミーティング、インセンティブ旅行の誘致 

 ③ コンベンションの誘致 

 ④ 政府系国際会議の誘致 

⑤ 展示会、商談会、見本市等の開催・誘致 

 

（３） ＭＩＣＥ施設の機能強化 

 ① 大型ＭＩＣＥ施設の整備と周辺まちづくりによる賑わいの創出 

 ② 既存ＭＩＣＥ施設の機能強化による利便性の向上 

 ③ ＭＩＣＥ施設の機能強化に向けた交通体系の確立 

 

（４） ＭＩＣＥ誘致・受入体制強化 

 ① MICE 推進組織の設立 

② 大規模ＭＩＣＥの受入態勢の整備 

 ③ 地域内連携による周遊性の向上 

 ④ 地域・住民のＭＩＣＥ参加の促進 

 

 

 

どのようにＭＩＣＥを誘致、受入するのですか。 



    ４ よくある質問 
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（５） ＭＩＣＥ誘致・開催に関する支援の充実 

 ① ＭＩＣＥ施設・開催支援の充実 

 ② 沖縄らしいＭＩＣＥコンテンツの開発 

 ③ ＭＩＣＥ限定制度の導入 

 

（６） ＭＩＣＥプレーヤーの育成・高度化 

  

（７） ＭＩＣＥを活用した新たな産業の振興 

 ① ＭＩＣＥを活用した地域産業の振興 

 ② ＭＩＣＥ関連産業の創出 

 

（８） 国内外のＭＩＣＥ都市との協力体制の構築 

 

 沖縄 MICE ネットワーク 

 ＭＩＣＥに関する総合的支援体制構築や産業横断的な受入体制構

築、マーケティング、プロモーション等については、経済界・大学等

研究機関・行政機関などで構成する「沖縄ＭＩＣＥネットワーク」にお

いて取組むこととしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「沖縄ＭＩＣＥ振興戦略」より 

■ 沖縄ＭＩＣＥネットワークについて 


